
川崎温暖化対策推進会議（カーボン・チャレンジ川崎エコ会議）設置要綱 
 
（名称） 
第１条 本会議は、「川崎温暖化対策推進会議（カーボン・チャレンジ川崎エコ会議）」（以

下「CC川崎エコ会議」という。）と称する。 
 
（目的） 
第２条 CC 川崎エコ会議は、市内の市民、事業者、教育・研究機関、行政等の多様な主
体が連携して、川崎市の地球温暖化対策の基本方針である「カーボン・チャレンジ川崎

エコ戦略」を推進するとともに、国内外に川崎市の地球温暖化防止に向けた取り組み等

の情報を発信していくことで、川崎市のみならず、地球全体の温暖化防止に寄与するこ

とを目的とする。 
 
（事業） 
第３条 CC川崎エコ会議は次の事業を行う。 
（１）CC川崎エコ戦略（CCかわさき）の推進 
（２）戦略的情報発信 
（３）ネットワークづくり 
（４）その他 CC川崎エコ会議が必要と認めること 
 
（会員） 
第４条 CC川崎エコ会議の目的及び事業に賛同する法人、団体を会員とする。 
２ CC川崎エコ会議に入会を希望する法人、団体は、所定の申込書を提出する。 
 
（役員等） 
第５条 CC川崎エコ会議には、20名以上 40名以内で理事を置く。 
２ 理事は、理事会において選任する。 
３ 理事のうち、１名を会長、２名以上 4名以内を副会長とする。 
４ 会長、副会長は、理事の互選により選任する。 
 
（役員等の職務） 
第６条 会長は、会議を代表し、統括する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、理事会

の推薦によりその職務を代行する。 
 
（役員等の任期） 
第７条 役員の任期は２年間とし、再任を妨げない。 
２ 欠員が生じた場合、後任者の任期は前任者の残任期間とする。 
 
（役員等の解任） 



第８条 役員が次のいずれかに該当する場合、理事会の決議により解任することができる。 
（１）心身の故障のため、職務の執行に堪えられないと認められるとき 
（２）職務上の義務違反 
（３）CC川崎エコ会議の役員たるにふさわしくない行為を行ったとき 
（４）その他、理事会が認めたとき 

 
（理事会） 
第９条 理事会は、理事をもって組織する。 
２ 理事会は、年２回開催する。 
３ その他、会長が必要と認める場合、臨時に理事会を召集できるものとする。 
 
（理事会の成立） 
第１０条 理事会は、理事総数の過半数の出席により成立する。なお、理事に委任された

代理人を出席者として認めるものとする。 
 
（運営委員会） 
第１１条 CC 川崎エコ会議の運営や事業に関する事項を協議するため、運営委員会を置
く。 
２ 運営委員会は、理事会からの推薦者で構成する。 
３ 運営委員会の構成は、10名以上 15名以内で、任期は２年とし、再任を妨げない。 
４ 運営委員会は、年３回程度開催する。 
５ 運営委員会には、委員長 1名及び副委員長を若干名置き、委員の互選により選任する。 
６ その他、委員長が必要と認める場合、臨時に運営委員会を召集できるものとする。 
 
（アドバイザー） 
第１２条 CC 川崎エコ会議は、アドバイザーを若干名置き、必要に応じて助言を求める
ことができる。 
 
（事務局） 
第１３条 事務局は、川崎市環境局地球環境推進室に置く。 
 
（その他事項） 
第１４条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、理事会において定める。 
 
附則 
この要綱は、平成２０年７月４日から施行する。 

 
 経過措置 
第７条及び第１１条第 3項に規定する役員等の任期については、この要綱の施行日から
平成 21年 3月 31日までを「１年」とする。 


